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市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

　平成３１年４月２１日に行われた登別市議会議員選挙において、新たに１９人の議員が選出されました。
　議長・副議長就任のごあいさつと全議員の紹介、各委員会構成をお知らせします。
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（五十音順で掲載）

副議長就任ごあいさつ 議長就任ごあいさつ
　初めに今回の市議会議員選
挙は前回よりも投票率が低下
しており、これは市議会その
ものへの不満や無関心とも取
れ、われわれ議員はそのこと
を真摯に受け止めなければな
りません。
　本市の議員構成は他市と比
較して平均年齢が若く、また
先輩議員の努力もあり議会改
革が進んだ先進的議会といえ
ますが、どれだけ仕組みや
ルールを改正しても、そこに
市民満足という結果がなけれ
ば単なる自己満足でしかあり

ません。
　今回の選挙において選ばれたわれわれ議員が一丸と
なり、さまざまな課題に対し行政運営や市民の意見を
正確に把握し、課題解決に向け活発に議論を重ね、市
民の皆さまが安心・安全に暮らせるまちとなるよう努
める所存であります。
　副議長として議長を支えながら、議会運営をより市
民にわかりやすくするために全力を尽くしますので、
ご理解とご協力をお願い申し上げます。

　本市は来年市制施行50周年
を迎えますが、本市行政は少
子高齢化、教育、市内経済、
老朽化施設などさまざまな課
題を抱え、厳しい財政状況と
なっております。これらを打
開すべく、二元代表制の議会
として、市政へのチェック機
能としての責務を果たしてい
く所存であります。
　そのためには議会改革を止
めてはいけないものと考えて
おります。議会基本条例の順
守とさらなる推進のため、市
民に身近な「開かれた議会運

営」に努め、市民の皆さまの期待と信頼に応えられる
議会となるよう、絶えず変化していく必要があると
思っております。
　今後も議員１９名の多様な視点と柔軟な思考を結集し、
議会全体の総合力で豊かな社会構築のために誠心・誠
意努力を重ねてまいりますので、市民の皆さまのご指
導とご協力をお願い申し上げ、就任のあいさつとさせ
ていただきます。
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予算審査特集 平成31年度予算を問う

　平成３１年第 １回定例会において、 ３月１３日～１5日、
１８日の ４日間、予算・決算委員会を開き、平成３１年度
の予算関連議案の審査を行いました。
　委員１６名から延べ１８0項目にわたる質疑の後、総括
質疑を行い、審査は合計で約１８時間３0分に及びました。
　その結果、国民健康保険特別会計予算、学校給食事
業特別会計予算、一般会計予算は採決により可決、そ
のほかは全会一致で可決しました。

一
般
会
計
予
算
に

�

附
帯
意
見
を
付
し
可
決

平
成
31
年
度

�

予
算
審
査
の
概
要

　平
成
３１
年
度
の
予
算
審
査
は
４
日
間
に

わ
た
り
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
５
特
別
会

計
、
水
道
・
下
水
道
・
簡
易
水
道
事
業
の

各
公
営
企
業
会
計
お
よ
び
、
一
般
会
計
の

審
査
を
「
予
算
議
案
お
よ
び
決
算
認
定
議

案
に
係
る
審
査
指
針
」
に
基
づ
き
行
い
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
、

全
特
別
お
よ
び
企
業
会
計
に
お
い
て
、
今

後
の
あ
り
方
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
５
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
に
よ
り

補
填
さ
れ
た
221
億
２
千
万
円
の
一
般
会
計

予
算
で
は
、
130
以
上
の
項
目
に
わ
た
っ
て

事
業
内
容
や
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　最
後
に
２
会
派
の
総
括
質
疑
を
行
い
、

財
政
運
営
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
性
や

市
税
収
入
確
保
の
考
え
な
ど
を
た
だ
し
可

決
し
ま
し
た
。
採
決
後
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
更
新
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
将
来
予
測
を

十
分
精
査
し
、
具
体
的
数
値
を
示
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
庁
舎
建
設

基
本
計
画
策
定
事
業
費
、
公
共
施
設
等
長

寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
市
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
更
新
事
業
費
、
教
育
施

設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
小
中
学

校
耐
震
化
・
改
修
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
利
用
状
況
を
十
分

精
査
し
、
具
体
的
数
値
も
示
し
た
上
で
、

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
附
帯
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

�

（
松
山
）

総
括
質
疑

　歳
入
不
足
で
財
政
調
整
基
金
５
億
円
を
取

り
崩
し
た
予
算
編
成
を
受
け
、
今
後
の
財
政

運
営
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　財
政
健
全
化
は
必
須
で
あ
り
、
新
し
い
事

業
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
第
３

セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
償
還
が
２
０
２

３
年
に
は
終
了
す
る
と
改
善
さ
れ
る
見
込
み

の
一
方
、
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
本
庁
舎

な
ど
建
設
事
業
の
費
用
に
多
額
の
財
源
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
在
、
試
算
に
は
見
込
ん
で

い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　事
業
の
改
廃
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
に
よ
る
事
務
事
業
の
効
率
化
、
職
員
の
労

働
条
件
や
労
働
時
間
の
適
正
化
、
超
過
勤
務

の
偏
り
な
ど
職
員
の
負
担
軽
減
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
向
け
た
見
解
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　各
種
補
助
金
や
町
内
会
へ
の
支
援
、
町
内

会
未
加
入
者
と
の
公
平
感
に
対
す
る
行
政
の

支
援
策
の
あ
り
方
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　総
合
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

公
共
施
設
整
備
方
針
、
各
種
個
別
計
画
と
の

関
連
性
や
、
各
種
耐
震
化
の
予
算
化
を
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
見
え
な
い
な
ど
、
抜
本
的
な
対

策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
強
く
求
め
ま

し
た
。�

（
工
藤
・
千
田
）

市

民
・
前

進

市
長
の
強
い

�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
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総
括
質
疑

質
　厳
し
い
予
算
編
成
の
中
、
今
後
の
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
一
層
進
行
す
る
こ
と
を
考

え
、
歳
入
の
先
細
り
や
歳
出
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
る
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　歳
入
の
う
ち
市
税
に
つ
い
て
は
、
市
民

税
の
納
税
義
務
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
、
現
状
で
は
１
人
あ
た
り
の
納
税
額
が
伸

び
て
い
る
ほ
か
、
法
人
市
民
税
に
関
し
て
も
、

景
気
の
影
響
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
体

と
し
て
見
る
と
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少
の
進
行
に
よ

り
、
市
税
の
収
入
規
模
は
減
少
傾
向
で
推
移

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
、
急
速
に
進
行
す

る
高
齢
化
を
背
景
に
、
後
期
高
齢
者
の
療
養

給
付
費
負
担
金
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
幼
児

教
育
無
償
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
子
育
て
に
係
る
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
社
会
保
障
費
全
般
に
お
い

て
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　他
に
も
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
署
建
て

替
え
な
ど
の
大
型
事
業
も
控
え
、
既
存
の
中

期
財
政
見
通
し
の
見
直
し
や
、
次
期
の
中
期

財
政
見
通
し
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
よ
り
経

営
的
視
点
で
横
断
的
な
行
政
経
営
に
あ
た
る

な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）
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政
ク
ラ
ブ
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厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の

�

対
策
は

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と

水
道
に
関
す
る
こ
と

　国
保
財
政
は
、
市
町
村
と
国
・
道
の
負
担

と
国
保
加
入
者
の
国
保
税
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
負
担
が
削
減
さ
れ
、

加
入
者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
生
活
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
命
と
健
康
を
守
る

視
点
か
ら
、
国
の
負
担
割
合
を
以
前
の
レ
ベ

ル
に
戻
す
よ
う
に
市
か
ら
要
望
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
加
入
者
に
と
っ
て
家
族

の
人
数
割
（
均
等
割
）
の
負
担
が
大
き
く
、

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
、
他
市
町
村
で

も
実
施
し
て
い
る
負
担
軽
減
を
本
市
で
も
実

施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

質
　近
隣
自
治
体
の
一
食
当
た
り
の
給
食
費

は
。

答
　室
蘭
市
小
学
生
235
円
、
中
学
生
281
円
で
、

本
市
は
小
学
生
270
円
、
中
学
生
322
円
。

質
　本
市
の
給
食
費
が
高
い
理
由
は
。

答
　給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
ご
飯
を
炊
く
設
備

や
揚
げ
物
を
揚
げ
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
設

備
が
な
く
、
自
前
で
調
理
が
で
き
れ
ば
一
食

当
た
り
の
単
価
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

米
飯
・
副
食
を
外
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

�

（
佐
々
木
）

質
　経
営
戦
略
を
見
る
と
非
常
に
厳
し
い
経

営
内
容
と
感
じ
た
。
耐
震
化
率
も
２
％
程
度

と
低
い
。
施
設
の
整
備
と
今
後
の
給
水
人
口・

給
水
量
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
導
入

し
策
定
し
た
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。
今
後
の
給
水
人
口

は
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
給
水

量
に
つ
い
て
は
、
対
象
地
区
は
事
業
用
、
営

農
用
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
家
事
用
水
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
か
ら
大
幅
な
減
少

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工
藤
）

質
　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
請
負
費
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
、
広
域

化
の
検
討
を
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た

中
、
施
設
設
備
の
更
新
が
適
切
な
の
か
。

答
　昨
年
、
室
蘭
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

課
題
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
広
域
連

携
は
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
建
て
替
え
手
段

の
一
つ
と
し
て
協
議
は
続
け
て
い
き
た
い
。

現
施
設
に
つ
い
て
は
、
補
修
を
行
い
な
が
ら

１0
年
間
使
用
を
続
け
て
い
く
。

�

（
米
田
）

国
保
税
に
国
の
財
政
負
担
の
要
求
を

給
食
費
が
他
自
治
体
よ
り
高
い
理
由
は

簡
易
水
道
事
業
経
営
戦
略
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針
は

予算・決算委員会（平成31年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑

▲登別市学校給食センター
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予算審査特集 平成31年度予算を問う

　平成３１年第 １回定例会において、 ３月１３日～１5日、
１８日の ４日間、予算・決算委員会を開き、平成３１年度
の予算関連議案の審査を行いました。
　委員１６名から延べ１８0項目にわたる質疑の後、総括
質疑を行い、審査は合計で約１８時間３0分に及びました。
　その結果、国民健康保険特別会計予算、学校給食事
業特別会計予算、一般会計予算は採決により可決、そ
のほかは全会一致で可決しました。

一
般
会
計
予
算
に

�

附
帯
意
見
を
付
し
可
決

平
成
31
年
度

�

予
算
審
査
の
概
要

　平
成
３１
年
度
の
予
算
審
査
は
４
日
間
に

わ
た
り
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
５
特
別
会

計
、
水
道
・
下
水
道
・
簡
易
水
道
事
業
の

各
公
営
企
業
会
計
お
よ
び
、
一
般
会
計
の

審
査
を
「
予
算
議
案
お
よ
び
決
算
認
定
議

案
に
係
る
審
査
指
針
」
に
基
づ
き
行
い
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
、

全
特
別
お
よ
び
企
業
会
計
に
お
い
て
、
今

後
の
あ
り
方
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
５
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ
、

財
政
調
整
基
金
な
ど
の
取
り
崩
し
に
よ
り

補
填
さ
れ
た
221
億
２
千
万
円
の
一
般
会
計

予
算
で
は
、
130
以
上
の
項
目
に
わ
た
っ
て

事
業
内
容
や
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　最
後
に
２
会
派
の
総
括
質
疑
を
行
い
、

財
政
運
営
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
性
や

市
税
収
入
確
保
の
考
え
な
ど
を
た
だ
し
可

決
し
ま
し
た
。
採
決
後
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
更
新
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
将
来
予
測
を

十
分
精
査
し
、
具
体
的
数
値
を
示
す
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
本
庁
舎
建
設

基
本
計
画
策
定
事
業
費
、
公
共
施
設
等
長

寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
市
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
更
新
事
業
費
、
教
育
施

設
長
寿
命
化
計
画
策
定
事
業
費
、
小
中
学

校
耐
震
化
・
改
修
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
と
利
用
状
況
を
十
分

精
査
し
、
具
体
的
数
値
も
示
し
た
上
で
、

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
附
帯
意

見
を
付
し
ま
し
た
。

�

（
松
山
）

総
括
質
疑

　歳
入
不
足
で
財
政
調
整
基
金
５
億
円
を
取

り
崩
し
た
予
算
編
成
を
受
け
、
今
後
の
財
政

運
営
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　財
政
健
全
化
は
必
須
で
あ
り
、
新
し
い
事

業
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
、
第
３

セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
償
還
が
２
０
２

３
年
に
は
終
了
す
る
と
改
善
さ
れ
る
見
込
み

の
一
方
、
社
会
保
障
費
の
増
加
や
、
本
庁
舎

な
ど
建
設
事
業
の
費
用
に
多
額
の
財
源
が
必

要
で
あ
る
が
、
現
在
、
試
算
に
は
見
込
ん
で

い
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　事
業
の
改
廃
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル

ド
に
よ
る
事
務
事
業
の
効
率
化
、
職
員
の
労

働
条
件
や
労
働
時
間
の
適
正
化
、
超
過
勤
務

の
偏
り
な
ど
職
員
の
負
担
軽
減
と
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
向
け
た
見
解
を
た
だ
し
ま

し
た
。

　各
種
補
助
金
や
町
内
会
へ
の
支
援
、
町
内

会
未
加
入
者
と
の
公
平
感
に
対
す
る
行
政
の

支
援
策
の
あ
り
方
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　総
合
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
、

公
共
施
設
整
備
方
針
、
各
種
個
別
計
画
と
の

関
連
性
や
、
各
種
耐
震
化
の
予
算
化
を
行
っ

て
い
る
も
の
の
、
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
が
見
え
な
い
な
ど
、
抜
本
的
な
対

策
が
な
さ
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
、
市
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
強
く
求
め
ま

し
た
。�

（
工
藤
・
千
田
）

市

民
・
前

進

市
長
の
強
い

�

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
を
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総
括
質
疑

質
　厳
し
い
予
算
編
成
の
中
、
今
後
の
人
口

減
少
や
高
齢
化
が
一
層
進
行
す
る
こ
と
を
考

え
、
歳
入
の
先
細
り
や
歳
出
の
増
大
が
懸
念

さ
れ
る
点
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　歳
入
の
う
ち
市
税
に
つ
い
て
は
、
市
民

税
の
納
税
義
務
者
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
、
現
状
で
は
１
人
あ
た
り
の
納
税
額
が
伸

び
て
い
る
ほ
か
、
法
人
市
民
税
に
関
し
て
も
、

景
気
の
影
響
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
、
全
体

と
し
て
見
る
と
微
減
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　し
か
し
、
今
後
の
人
口
減
少
の
進
行
に
よ

り
、
市
税
の
収
入
規
模
は
減
少
傾
向
で
推
移

す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　ま
た
歳
出
に
つ
い
て
は
、
急
速
に
進
行
す

る
高
齢
化
を
背
景
に
、
後
期
高
齢
者
の
療
養

給
付
費
負
担
金
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の

繰
出
金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
幼
児

教
育
無
償
化
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
に

よ
り
、
子
育
て
に
係
る
給
付
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
社
会
保
障
費
全
般
に
お
い

て
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
予
想
し
て
い
る
。

　他
に
も
市
役
所
本
庁
舎
や
消
防
本
署
建
て

替
え
な
ど
の
大
型
事
業
も
控
え
、
既
存
の
中

期
財
政
見
通
し
の
見
直
し
や
、
次
期
の
中
期

財
政
見
通
し
を
行
う
こ
と
に
加
え
、
よ
り
経

営
的
視
点
で
横
断
的
な
行
政
経
営
に
あ
た
る

な
ど
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）

市
政
ク
ラ
ブ
21

厳
し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の

�

対
策
は

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

学
校
給
食
に
関
す
る
こ
と

水
道
に
関
す
る
こ
と

　国
保
財
政
は
、
市
町
村
と
国
・
道
の
負
担

と
国
保
加
入
者
の
国
保
税
に
よ
り
成
り
立
っ

て
い
ま
す
が
、
国
の
財
政
負
担
が
削
減
さ
れ
、

加
入
者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
生
活
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
加
入
者
の
命
と
健
康
を
守
る

視
点
か
ら
、
国
の
負
担
割
合
を
以
前
の
レ
ベ

ル
に
戻
す
よ
う
に
市
か
ら
要
望
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
加
入
者
に
と
っ
て
家
族

の
人
数
割
（
均
等
割
）
の
負
担
が
大
き
く
、

生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
の
で
、
他
市
町
村
で

も
実
施
し
て
い
る
負
担
軽
減
を
本
市
で
も
実

施
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

質
　近
隣
自
治
体
の
一
食
当
た
り
の
給
食
費

は
。

答
　室
蘭
市
小
学
生
235
円
、
中
学
生
281
円
で
、

本
市
は
小
学
生
270
円
、
中
学
生
322
円
。

質
　本
市
の
給
食
費
が
高
い
理
由
は
。

答
　給
食
セ
ン
タ
ー
に
、
ご
飯
を
炊
く
設
備

や
揚
げ
物
を
揚
げ
る
フ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
設

備
が
な
く
、
自
前
で
調
理
が
で
き
れ
ば
一
食

当
た
り
の
単
価
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

米
飯
・
副
食
を
外
注
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

た
め
、
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

�

（
佐
々
木
）

質
　経
営
戦
略
を
見
る
と
非
常
に
厳
し
い
経

営
内
容
と
感
じ
た
。
耐
震
化
率
も
２
％
程
度

と
低
い
。
施
設
の
整
備
と
今
後
の
給
水
人
口・

給
水
量
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

答
　ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
導
入

し
策
定
し
た
施
設
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。
今
後
の
給
水
人
口

は
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
も
の
の
、
給
水

量
に
つ
い
て
は
、
対
象
地
区
は
事
業
用
、
営

農
用
な
ど
が
大
半
を
占
め
、
家
事
用
水
量
が

少
な
い
こ
と
か
ら
、
現
状
か
ら
大
幅
な
減
少

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工
藤
）

質
　学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
請
負
費
の

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
昨
年
、
広
域

化
の
検
討
を
す
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
た

中
、
施
設
設
備
の
更
新
が
適
切
な
の
か
。

答
　昨
年
、
室
蘭
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と

課
題
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
広
域
連

携
は
老
朽
化
が
進
む
施
設
の
建
て
替
え
手
段

の
一
つ
と
し
て
協
議
は
続
け
て
い
き
た
い
。

現
施
設
に
つ
い
て
は
、
補
修
を
行
い
な
が
ら

１0
年
間
使
用
を
続
け
て
い
く
。

�

（
米
田
）

国
保
税
に
国
の
財
政
負
担
の
要
求
を

給
食
費
が
他
自
治
体
よ
り
高
い
理
由
は

簡
易
水
道
事
業
経
営
戦
略
は

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
方
針
は

予算・決算委員会（平成31年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑
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生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

質
　平
成
31
年
度
の
寄
付
金
額
の
見
込
み
は
。

答
　３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　対
す
る
歳
出
予
算
額
約
１
億
７
千
万
円

の
上
位
３
費
目
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　返
礼
品
代
で
９
千
万
円
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
委
託
料
で
約
４
千
200
万
円
、
返
礼
品

の
通
信
運
搬
費
で
約
２
千
500
万
円
な
ど
で
あ

る
。

質
　寄
付
金
額
３
億
円
達
成
へ
の
取
り
組
み

は
。

答
　現
在
返
礼
品
の
９
割
が
ウ
ニ
で
あ
る
が
、

他
に
も
新
た
な
返
礼
品
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。�

（
若
木
）

　社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
が
、
近
年
減
額

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
要

因
は
、
補
助
金
算
出
基
準
を
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
で
す
が
、
そ
の
基
準
変
更
に
は

疑
問
が
残
り
ま
す
。
例
え
ば
、
市
民
・
企
業

な
ど
か
ら
の
寄
付
金
の
う
ち
、
使
途
が
指
定

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

か
ら
同
額
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
地
域
福
祉
推
進
に
対

す
る
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問

題
視
し
、
寄
付
文
化
醸
成
の
時
代
か
ら
逆
行

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

�

（
辻
）

質
　障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業
に
お

け
る
総
合
相
談
支
援
事
業
の
予
算
増
要
因
は
。

答
　障
が
い
者
は
種
類
や
程
度
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
特
性
が
あ
り
、
専
門
的
な
相
談
支
援

が
必
要
な
た
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ｅ
ｎ
の
相

談
員
を
１
名
増
員
す
る
。

質
　相
談
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　実
利
用
件
数
は
600
人
を
超
え
、
延
べ
相

談
件
数
は
平
均
５
千
500
件
程
と
な
っ
て
い
る
。

質
　重
要
な
相
談
員
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答
　小
学
５
年
生
か
ら
専
門
学
校
生
が
、
夏

休
み
ハ
ー
ト
フ
ル
体
験
学
習
を
実
施
し
広
め

て
い
る
。�

（
千
田
）

質
　生
活
保
護
適
正
実
施
推
進
経
費
事
業
費

の
中
で
、
診
療
報
酬
明
細
書
内
容
点
検
委
託

料
218
万
円
の
内
容
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
効
果
は
。

答
　傷
病
と
治
療
内
容
の
整
合
性
を
確
認
す

る
内
容
点
検
を
毎
月
行
い
、
複
数
月
の
傷
病

を
対
象
と
し
た
縦じ

ゅ
う

覧ら
ん

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　点
検
が
終
わ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
担

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
被
保
護
者
の
病
状
確

認
に
使
用
す
る
な
ど
、
適
正
実
施
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
効
果
と
し
て
、
平
成
２９
年
度
の

医
療
費
が
455
万
円
削
減
さ
れ
た
。

�

（
二
瓶
）

質
　総
務
費
の
「
北
海
道
新
幹
線
×
ｎ
ｉ
ｔ

ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会
議
経
費
」
に
お
い
て
、

今
後
、
本
市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は

「
民
族
共
生
象
徴
空
間
Ｐ
Ｒ
事
業
」
を
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　来
年
４
月
の
民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設

は
、
地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
重
要
な
契
機

で
あ
り
、
魅
力
を
含
め
て
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
開
設
１
年
前
と
な
る
２
０
１
９
年

度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
強
化
し
て
、
観
光
客
に
エ
リ
ア
周
遊

促
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

　補
助
金
は
職
員
の
法
定
福
利
費
と
補
助
対

象
事
業
予
算
を
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
道
福
祉

協
議
会
交
付
金
と
市
委
託
事
業
の
受
託
金
と

会
費
を
除
い
た
金
額
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　前
年
度
よ
り
も
予
算
が
約
7２
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
要
因
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
委

託
事
業
に
係
る
人
件
費
の
控
除
割
合
と
寄
付

金
の
う
ち
経
常
経
費
寄
付
金
の
全
額
控
除
の

変
更
を
行
っ
た
た
め
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　社
協
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
事

業
や
、
生
活
相
談
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、

減
額
は
適
当
で
は
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

�

（
木
村
）

質
　鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
指
定
避
難

所
や
各
種
の
総
会
・
催
し
物
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
高
齢
者
の
利
用
も
多
い
。

　し
か
し
男
・
女
の
ト
イ
レ
が
洋
式
化
さ
れ

て
お
ら
ず
、
利
用
者
か
ら
は
多
く
の
不
満
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
が
改
善
の
考
え
は
。

答
　本
格
的
な
大
改
修
の
際
に
合
わ
せ
検
討

す
る
が
、
応
急
的
措
置
と
し
て
、
３
階
女
子

ト
イ
レ
の
１
箇
所
に
簡
易
式
洋
式
便
座
を
設

置
し
て
い
る
。

　ド
ア
の
構
造
上
、
現
在
は
１
箇
所
だ
が
、

金
具
交
換
で
増
設
可
能
と
提
案
し
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金
経
費
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
金
の
使
い
道
は

障
が
い
者
の
相
談
体
制
強
化
と
人
材
確
保
は

生
活
保
護
の
運
営
は
適
正
な
の
か

民
族
共
生
象
徴
空
間
Ｐ
Ｒ
事
業
を
重
点
的
に

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
の
減
額
要
因
は

利
用
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
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生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

質
　現
在
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
登
別
市
と
室
蘭
市
以
外
で
接
種

し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
る
。

　高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
外
の
介
護
施
設

な
ど
に
入
所
す
る
方
も
増
え
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
登
別
市
・
室
蘭
市
以
外
で
接
種

し
た
場
合
も
補
助
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
。

答
　他
都
市
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
も
調
査

し
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　先
行
事
例
は
な
い
が
、
償
還
払
い
の
方
法

を
用
い
る
な
ど
、
他
都
市
に
先
駆
け
て
実
施

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
小
栗
）

質
　特
定
空
家
等
の
認
定
件
数
の
推
移
は
。

答
　本
市
で
は
平
成
２９
年
８
月
に
登
別
市
特

定
空
家
等
の
判
断
基
準
を
策
定
後
、
平
成
２９

年
度
５
件
、
平
成
３0
年
度
８
件
の
合
計
１３
件

を
特
定
空
家
と
認
定
し
て
い
る
。

質
　改
善
指
導
の
実
績
と
効
果
は
。

答
　特
定
空
家
等
の
認
定
後
、
平
成
２９
年
度

に
５
件
、
平
成
３0
年
度
に
は
７
件
の
合
計
１２

件
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　効
果
と
し
て
は
、
本
年
度
２
件
の
特
定
空

家
等
の
所
有
者
が
除
却
を
行
っ
て
い
る
。

�

（
井
野
）

　先
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
睡
眠
障
害

が
不
登
校
の
一
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

睡
眠
教
育
（
眠
育
）
の
充
実
を
訴
え
ま
し
た
。

　眠
育
の
先
進
地
で
あ
る
福
井
県
美
浜
町
で

は
、
教
職
員
が
民
間
資
格
で
あ
る
「
眠
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
取
得
し
好
評
で
す
の
で
、

不
登
校
・
い
じ
め
等
対
策
経
費
を
活
用
し
、

本
市
で
も
講
座
の
受
講
が
で
き
な
い
か
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　眠
育
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
指
導

を
し
て
い
る
が
、
現
在
、
講
座
の
受
講
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
戸
井
）

質
　葬
斎
場
の
遊
歩
道
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ

ル
が
劣
化
に
よ
り
剥は

が
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
歩
行
者
が
つ
ま
ず
い
て
転
倒
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ
ル
が
剥
離
し
て
い
る

状
況
は
把
握
し
て
お
り
、
市
で
整
備
を
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
業
者
と
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
か
か

る
整
備
費
を
平
成
３１
年
度
の
予
算
に
計
上
し
、

来
場
者
が
多
く
利
用
す
る
駐
車
場
側
か
ら
優

先
的
に
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

�

（
村
井
）

質
　子
ど
も
健
康
・
体
力
改
善
事
業
費
で
は
、

市
内
小
学
校
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
派
遣
し
、

体
育
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
が
、
予

算
額
が
減
額
さ
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

答
　指
導
員
の
学
校
派
遣
回
数
を
減
ら
し
た

た
め
。
代
わ
り
に
平
成
３１
年
度
は
、
指
導
員

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
放
課
後
に
親
子
で
参

加
で
き
る
運
動
教
室
を
実
施
す
る
。

　運
動
教
室
は
、
親
子
で
健
康
・
体
力
ア
ッ

プ
を
図
れ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
の

工
夫
を
求
め
ま
し
た
。

�

（
宮
武
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
拡
大
を

登
別
市
の
特
定
空
家
等
の
対
策
は

眠
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
の
受
講
を
し
て
は

葬
斎
場
の
整
備
状
況
は

子
ど
も
の
健
康
・
体
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て

お
知
ら
せ

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
５
月
か
ら

「
広
聴
・
公
開
委
員
会
」
に
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

　平
成
３１
年
第
１
回
定
例
会
最
終
日
に
委
員

会
の
名
称
及
び
所
管
事
項
の
変
更
が
可
決
さ

れ
、
登
別
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
平
成
２９

年
５
月
か
ら
議
会
だ
よ
り
・
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
所
管
事
項
と
、
議
会
の
広
聴
機
能

に
つ
い
て
課
題
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　広
報
活
動
に
市
民
の
声
を
広
く
聴
く
広
聴

活
動
を
合
わ
せ
て
行
政
活
動
に
反
映
さ
せ
、

そ
の
結
果
を
広
報
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
見
解
に
至
り
ま
し
た
。
市
民
の
意
見
を
議

会
が
集
約
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
意
欲
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活
動
に
広

聴
機
能
を
追
加
し
、
積
極
的
に
議
会
と
し
て

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ま
ち
の
課
題
を
共

通
認
識
し
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
を
行
う
と

と
も
に
情
報
公
開
・
広
報
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
議
会
へ
の
市
民
の
関
心
の
向
上
を
図

り
、
そ
の
改
善
サ
イ
ク
ル
を
回
す
取
り
組
み

の
調
査
・
検
討
を
進
め
る
委
員
会
と
し
て
い

き
ま
す
。�

（
千
田
）

広
聴
・
公
開
委
員
会

市
民
の
声
を
反
映
す
る

�

委
員
会
へ

▲登別市葬斎場
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生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

質
　平
成
31
年
度
の
寄
付
金
額
の
見
込
み
は
。

答
　３
億
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　対
す
る
歳
出
予
算
額
約
１
億
７
千
万
円

の
上
位
３
費
目
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　返
礼
品
代
で
９
千
万
円
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
委
託
料
で
約
４
千
200
万
円
、
返
礼
品

の
通
信
運
搬
費
で
約
２
千
500
万
円
な
ど
で
あ

る
。

質
　寄
付
金
額
３
億
円
達
成
へ
の
取
り
組
み

は
。

答
　現
在
返
礼
品
の
９
割
が
ウ
ニ
で
あ
る
が
、

他
に
も
新
た
な
返
礼
品
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
重
ね
て
い
く
。�

（
若
木
）

　社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
が
、
近
年
減
額

傾
向
に
あ
る
こ
と
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
要

因
は
、
補
助
金
算
出
基
準
を
変
更
し
た
こ
と

に
よ
る
影
響
で
す
が
、
そ
の
基
準
変
更
に
は

疑
問
が
残
り
ま
す
。
例
え
ば
、
市
民
・
企
業

な
ど
か
ら
の
寄
付
金
の
う
ち
、
使
途
が
指
定

さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
補
助
金

か
ら
同
額
が
減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
地
域
福
祉
推
進
に
対

す
る
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
問

題
視
し
、
寄
付
文
化
醸
成
の
時
代
か
ら
逆
行

し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

�

（
辻
）

質
　障
が
い
者
の
地
域
生
活
支
援
事
業
に
お

け
る
総
合
相
談
支
援
事
業
の
予
算
増
要
因
は
。

答
　障
が
い
者
は
種
類
や
程
度
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
特
性
が
あ
り
、
専
門
的
な
相
談
支
援

が
必
要
な
た
め
、
支
援
セ
ン
タ
ー
ｅ
ｎ
の
相

談
員
を
１
名
増
員
す
る
。

質
　相
談
件
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　実
利
用
件
数
は
600
人
を
超
え
、
延
べ
相

談
件
数
は
平
均
５
千
500
件
程
と
な
っ
て
い
る
。

質
　重
要
な
相
談
員
確
保
の
取
り
組
み
は
。

答
　小
学
５
年
生
か
ら
専
門
学
校
生
が
、
夏

休
み
ハ
ー
ト
フ
ル
体
験
学
習
を
実
施
し
広
め

て
い
る
。�

（
千
田
）

質
　生
活
保
護
適
正
実
施
推
進
経
費
事
業
費

の
中
で
、
診
療
報
酬
明
細
書
内
容
点
検
委
託

料
218
万
円
の
内
容
と
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
効
果
は
。

答
　傷
病
と
治
療
内
容
の
整
合
性
を
確
認
す

る
内
容
点
検
を
毎
月
行
い
、
複
数
月
の
傷
病

を
対
象
と
し
た
縦じ

ゅ
う

覧ら
ん

点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　点
検
が
終
わ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
担

当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
被
保
護
者
の
病
状
確

認
に
使
用
す
る
な
ど
、
適
正
実
施
に
活
用
さ

れ
て
い
る
。
効
果
と
し
て
、
平
成
２９
年
度
の

医
療
費
が
455
万
円
削
減
さ
れ
た
。

�

（
二
瓶
）

質
　総
務
費
の
「
北
海
道
新
幹
線
×
ｎ
ｉ
ｔ

ｔ
ａ
ｎ
地
域
戦
略
会
議
経
費
」
に
お
い
て
、

今
後
、
本
市
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は

「
民
族
共
生
象
徴
空
間
Ｐ
Ｒ
事
業
」
を
重
点

的
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　来
年
４
月
の
民
族
共
生
象
徴
空
間
開
設

は
、
地
域
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
重
要
な
契
機

で
あ
り
、
魅
力
を
含
め
て
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
開
設
１
年
前
と
な
る
２
０
１
９
年

度
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
強
化
し
て
、
観
光
客
に
エ
リ
ア
周
遊

促
進
を
図
っ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

　補
助
金
は
職
員
の
法
定
福
利
費
と
補
助
対

象
事
業
予
算
を
合
わ
せ
、
こ
れ
か
ら
道
福
祉

協
議
会
交
付
金
と
市
委
託
事
業
の
受
託
金
と

会
費
を
除
い
た
金
額
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　前
年
度
よ
り
も
予
算
が
約
7２
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
要
因
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
委

託
事
業
に
係
る
人
件
費
の
控
除
割
合
と
寄
付

金
の
う
ち
経
常
経
費
寄
付
金
の
全
額
控
除
の

変
更
を
行
っ
た
た
め
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　社
協
は
高
齢
者
や
障
が
い
者
に
対
す
る
事

業
や
、
生
活
相
談
な
ど
も
実
施
し
て
お
り
、

減
額
は
適
当
で
は
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

�

（
木
村
）

質
　鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
指
定
避
難

所
や
各
種
の
総
会
・
催
し
物
に
使
用
さ
れ
て

お
り
、
高
齢
者
の
利
用
も
多
い
。

　し
か
し
男
・
女
の
ト
イ
レ
が
洋
式
化
さ
れ

て
お
ら
ず
、
利
用
者
か
ら
は
多
く
の
不
満
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
が
改
善
の
考
え
は
。

答
　本
格
的
な
大
改
修
の
際
に
合
わ
せ
検
討

す
る
が
、
応
急
的
措
置
と
し
て
、
３
階
女
子

ト
イ
レ
の
１
箇
所
に
簡
易
式
洋
式
便
座
を
設

置
し
て
い
る
。

　ド
ア
の
構
造
上
、
現
在
は
１
箇
所
だ
が
、

金
具
交
換
で
増
設
可
能
と
提
案
し
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）

ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
金
経
費
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
寄
付
金
の
使
い
道
は

障
が
い
者
の
相
談
体
制
強
化
と
人
材
確
保
は

生
活
保
護
の
運
営
は
適
正
な
の
か

民
族
共
生
象
徴
空
間
Ｐ
Ｒ
事
業
を
重
点
的
に

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金
の
減
額
要
因
は

利
用
者
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を

▲登別市鉄南ふれあいセンター
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生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

学
校
教
育
に
関
す
る
こ
と

質
　現
在
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
登
別
市
と
室
蘭
市
以
外
で
接
種

し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
る
。

　高
齢
化
が
進
む
中
で
、
市
外
の
介
護
施
設

な
ど
に
入
所
す
る
方
も
増
え
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
登
別
市
・
室
蘭
市
以
外
で
接
種

し
た
場
合
も
補
助
の
対
象
と
す
べ
き
で
は
。

答
　他
都
市
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
も
調
査

し
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　先
行
事
例
は
な
い
が
、
償
還
払
い
の
方
法

を
用
い
る
な
ど
、
他
都
市
に
先
駆
け
て
実
施

す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
小
栗
）

質
　特
定
空
家
等
の
認
定
件
数
の
推
移
は
。

答
　本
市
で
は
平
成
２９
年
８
月
に
登
別
市
特

定
空
家
等
の
判
断
基
準
を
策
定
後
、
平
成
２９

年
度
５
件
、
平
成
３0
年
度
８
件
の
合
計
１３
件

を
特
定
空
家
と
認
定
し
て
い
る
。

質
　改
善
指
導
の
実
績
と
効
果
は
。

答
　特
定
空
家
等
の
認
定
後
、
平
成
２９
年
度

に
５
件
、
平
成
３0
年
度
に
は
７
件
の
合
計
１２

件
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　効
果
と
し
て
は
、
本
年
度
２
件
の
特
定
空

家
等
の
所
有
者
が
除
却
を
行
っ
て
い
る
。

�

（
井
野
）

　先
日
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
睡
眠
障
害

が
不
登
校
の
一
因
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

睡
眠
教
育
（
眠
育
）
の
充
実
を
訴
え
ま
し
た
。

　眠
育
の
先
進
地
で
あ
る
福
井
県
美
浜
町
で

は
、
教
職
員
が
民
間
資
格
で
あ
る
「
眠
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
取
得
し
好
評
で
す
の
で
、

不
登
校
・
い
じ
め
等
対
策
経
費
を
活
用
し
、

本
市
で
も
講
座
の
受
講
が
で
き
な
い
か
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　眠
育
の
重
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
指
導

を
し
て
い
る
が
、
現
在
、
講
座
の
受
講
ま
で

は
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

（
戸
井
）

質
　葬
斎
場
の
遊
歩
道
の
ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ

ル
が
劣
化
に
よ
り
剥は

が
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
歩
行
者
が
つ
ま
ず
い
て
転
倒
す
る
恐
れ

が
あ
り
、
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　ゴ
ム
チ
ッ
プ
タ
イ
ル
が
剥
離
し
て
い
る

状
況
は
把
握
し
て
お
り
、
市
で
整
備
を
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。

　整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内
業
者
と
協
議
を

行
っ
た
結
果
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
か
か

る
整
備
費
を
平
成
３１
年
度
の
予
算
に
計
上
し
、

来
場
者
が
多
く
利
用
す
る
駐
車
場
側
か
ら
優

先
的
に
実
施
す
る
計
画
で
あ
る
。

�

（
村
井
）

質
　子
ど
も
健
康
・
体
力
改
善
事
業
費
で
は
、

市
内
小
学
校
に
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
を
派
遣
し
、

体
育
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
が
、
予

算
額
が
減
額
さ
れ
た
理
由
は
な
に
か
。

答
　指
導
員
の
学
校
派
遣
回
数
を
減
ら
し
た

た
め
。
代
わ
り
に
平
成
３１
年
度
は
、
指
導
員

の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、
放
課
後
に
親
子
で
参

加
で
き
る
運
動
教
室
を
実
施
す
る
。

　運
動
教
室
は
、
親
子
で
健
康
・
体
力
ア
ッ

プ
を
図
れ
る
素
晴
ら
し
い
機
会
で
あ
る
た
め
、

多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
周
知
の

工
夫
を
求
め
ま
し
た
。

�

（
宮
武
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
拡
大
を

登
別
市
の
特
定
空
家
等
の
対
策
は

眠
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
講
習
の
受
講
を
し
て
は

葬
斎
場
の
整
備
状
況
は

子
ど
も
の
健
康
・
体
力
ア
ッ
プ
に
向
け
て

お
知
ら
せ

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
は
、
５
月
か
ら

「
広
聴
・
公
開
委
員
会
」
に
名
称
を
変
更
し

ま
し
た
。

　平
成
３１
年
第
１
回
定
例
会
最
終
日
に
委
員

会
の
名
称
及
び
所
管
事
項
の
変
更
が
可
決
さ

れ
、
登
別
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改

正
し
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
平
成
２９

年
５
月
か
ら
議
会
だ
よ
り
・
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
所
管
事
項
と
、
議
会
の
広
聴
機
能

に
つ
い
て
課
題
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　広
報
活
動
に
市
民
の
声
を
広
く
聴
く
広
聴

活
動
を
合
わ
せ
て
行
政
活
動
に
反
映
さ
せ
、

そ
の
結
果
を
広
報
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と

の
見
解
に
至
り
ま
し
た
。
市
民
の
意
見
を
議

会
が
集
約
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
参
加
意
欲
の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
委
員
会
活
動
に
広

聴
機
能
を
追
加
し
、
積
極
的
に
議
会
と
し
て

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ま
ち
の
課
題
を
共

通
認
識
し
、
行
政
へ
の
政
策
提
言
を
行
う
と

と
も
に
情
報
公
開
・
広
報
活
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
議
会
へ
の
市
民
の
関
心
の
向
上
を
図

り
、
そ
の
改
善
サ
イ
ク
ル
を
回
す
取
り
組
み

の
調
査
・
検
討
を
進
め
る
委
員
会
と
し
て
い

き
ま
す
。�

（
千
田
）

広
聴
・
公
開
委
員
会

市
民
の
声
を
反
映
す
る

�

委
員
会
へ

▲登別市葬斎場

6  議会だよりでぃすかす　97号 


